
平成１９年度 中部森林管理局の決算概要について

平成２０年９月

中部森林管理局

平成１９年度における中部森林管理局の事業については、森林の公

益的機能の維持増進、地球温暖化防止対策に積極的に取り組むととも

に、財政の健全化を図ったところであり、その決算概要は次のとおり

である。

１ 収支の状況

（１）収入

① 事業収入については、長引く木材価格の低迷に加え、住宅着

工戸数の大幅な減少等により、林産物等収入は前年度より３億

８千万円減少

林野等売払代は、大型物件が少なくなったため、前年度より

１７億円減少

このため、自己収入は前年度より２１億６千万円減少

② 一般会計からの受入については、集中豪雨等による災害の復

旧事業の補正追加により、治山事業費財源受入の増加等から前

年度より６９億８千万円増加

③ 借入金については、４年連続して新規借入金はゼロ

（２）支出

① 給与経費等については、職員数の適正化に努め前年度より２

億円減少

② 各事業費については、地球温暖化防止等に資する森林整備の

推進のため、前年度より１０億５千万円増加

③ 治山事業については、集中豪雨等による災害の復旧事業が補

正追加となり、前年度より６２億３千万円増加

こうしたことから、収入４３２億円に対し、支出は４２４億４千

万円となり、平成１９年度は７億６千万円の収入超過となった。

２ 損益計算書の要旨

間伐木原価の取扱いの変更による経営費の減少や減価償却費の減

少等があったものの、事業収入の減少により、損益計算上の損失は

前年度より４億６千万円増加して３３億６千万円となった。



国有林野事業特別会計

科　　　　　目 平成19年度 平成18年度 前年度との差 科　　　　　目 平成19年度 平成18年度 前年度との差

流　動　資　産 215 408 △ 193 流　動　負　債 13,747 14,365 △ 618

現金預金等 0 0 0 未　払　金　等 1,828 1,871 △ 43

未収金・延納金 16 28 △ 12 短　期　借　入　金 11,066 11,583 △ 517

棚　卸　資　産 199 380 △ 181 前　受　収　益 853 911 △ 58

固　定　資　産 770,025 766,921 3,104 固　定　負　債 55,272 54,757 515

土          地 25,028 25,041 △ 13 長　期　借　入　金 55,272 54,757 515

立　　木　　竹 727,658 723,717 3,941

建物その他の資産 17,339 18,163 △ 824 負 債 合 計 69,019 69,122 △ 103

中　間　勘　定 135,551 135,312 239

他          局 135,551 135,312 239 固　有　資　本 2,671 2,671 0

本　年　度　損　失 3,361 2,901 460 資　本　剰　余　金 824,788 818,174 6,614

中　間　勘　定 12,674 15,575 △ 2,901

繰　越　利　益 12,674 15,575 △ 2,901

　　　　 資 本 合 計 840,133 836,420 3,713

資 産 合 計 909,152 905,542 3,610 負 債 ・ 資 本 合 計 909,152 905,542 3,610

（注）　１．平成19年度から、間伐木の費用計上の会計処理については、主伐木の費用計上と同様の方法から間伐収入より販売費及び製造費を控除した

　　　　　額を費用計上する方法に変更することにより、従来と同一の方法による場合と比べ、立木竹は 1,462 百万円多く計上され、製品は 129 百万円

　　　　　仕掛品は 96 百万円少なく計上されている。

　　　　２．平成19年度末債務残高 66,338 百万円 （長期借入金 55,272 百万円 ＋ 短期借入金 11,066 百万円）

　　　　３．建物その他の資産の減価償却累計額 192,393 百万円　（平成18年度 189,283 百万円）

　　　　４．金額は、それぞれの科目で四捨五入しているので合計額とは必ずしも一致しない。

貸 借 対 照 表 の 要 旨 （ 平 成 20 年 3 月 31 日 現 在 ）

（単位：百万円）

資 本 の 部

資 産 の 部 負 債 の 部

中 部 森 林 管 理 局



国有林野事業特別会計

科　　　　　目 平成19年度 平成18年度 前年度との差 科　　　　　目 平成19年度 平成18年度 前年度との差

経　　　営　　　費 4,837 6,427 △ 1,590 売　　上　　高 3,393 3,768 △ 375

治　山　事　業　費 16,739 10,363 6,376 林 野 等 売 払 収 入 399 2,095 △ 1,696

一般管理費及販売費 1,596 1,527 69 財産貸付料等収入 629 628 1

減　価　償　却　費 3,488 3,826 △ 338 一般会計より受入 19,655 13,476 6,179

資　産　除　却　損 439 501 △ 62  森林保全等財源受入 2,742 2,913 △ 171

支　払　利　子 1,015 1,068 △ 53  治山事業費財源受入 15,790 9,466 6,324

雑　　　　　　損 337 273 64  利子財源受入 1,123 1,097 26

地方公共団体工事費負担金収入 930 795 135

雑　　　　　　収 79 156 △ 77

  国有林野事業雑収入 74 155 △ 81

　治山事業雑収入 5 1 4

前年度剰余金受入 0 102 △ 102

雑　　　　　　益 5 64 △ 59

小 計 25,090 21,084 4,006

本 年 度 損 失 3,361 2,901 460

合 計 28,451 23,985 4,466 合 計 28,451 23,985 4,466

　（注）1.平成１９年度から、間伐木の費用計上の会計処理については、主伐木の費用計上と同様の方法から間伐収入より販売費及び

　　　製造費を控除した額を費用計上する方法に変更した。

　　　　なお、当該変更に伴い、従来の方法による場合と比べ、経営費は 1,237 百万円少なく計上されている。

　（注）2.金額は、それぞれの科目で四捨五入しているので合計額とは必ずしも一致しない。

損益計算書の要旨（平成19年 4月1日から平成20年3月31日まで）

費 用 収 益

中 部 森 林 管 理 局

（単位：百万円）



国有林野事業特別会計

科 目 平成19年度 平成18年度 前年度との差 科 目 平成19年度 平成18年度 前年度との差

事　業　収　入 3,734 5,815 △ 2,081 事　　業　　費 15,219 14,371 848

林産物等収入 3,336 3,720 △ 384 給　与　経　費 5,396 5,513 △ 117

林野等売払代 398 2,095 △ 1,697 基　職　給　与 1,744 1,828 △ 84

財産貸付料等収入 629 628 1 業　　務　　費 1,596 2,181 △ 585

雑収入 80 156 △ 76 森林環境保全整備事業費 4,465 3,721 744

一般会計より受入 26,239 19,257 6,982 林道施設等災害復旧事業費 1,128 319 809

事業施設費財源 6,132 5,268 864 そ　　の　　他 890 809 81

公益林等保全管理費財源 2,742 2,913 △ 171 治  山  事  業  費 14,231 8,000 6,231

利　子　財　源 1,540 1,591 △ 51 利子・償還金 12,989 11,001 1,988

治山事業費財源受入 15,825 9,485 6,340

地方公共団体負担金収入 936 797 139 借　入　金　利　子 1,406 1,577 △ 171

前年度剰余金受入 0 102 △ 102

借　　入　　金 11,582 9,421 2,161 償　　　還　　　金 11,583 9,424 2,159

新　規　借　入　金 0 0 0

借　換　借　入　金 11,582 9,421 2,161

合 計 43,200 36,176 7,024 合 計 42,439 33,372 9,067

収 支 差 761 2,804 △ 2,043

（注）　１．本表は、単年度における発生ベースの収入（販売契約額等）と支出（支払義務の生じた額）をそれぞれ集計したものである。

　　　　２．金額は、それぞれの科目で四捨五入しているので合計額とは必ずしも一致しない。

収 支 の 状 況

収 入 支 出

中 部 森 林 管 理 局

（単位：百万円）


